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１．はじめに
今回は革製品を使用中に白いものが革の表

面に現れたというような現象について紹介
する。これまでの報吿1）と同様にクレーム事
例を示して、苦情の申出内容、外観観察、
試験・分析等をとおして革の特性に基づく
原因考察、並びに改善策などを考えてみた
ので参考にしていただきたい。

２．白い斑点の出現
今回は、製品使用中に白い斑点や粉状のも

のが付着していた、あるいは現れたという
申し出があった事例を紹介する。

２.１．革製品の苦情事例
（１）ソルトスピューに関わる苦情事例
事例１：紳士靴の踵部分が白く変色して履

けない（写真1）
申出：ある日出勤時に、いつも通勤に使っ

ている紳士靴（黒）を下駄箱から取り出
すと踵の部分が白く変色していて履けな
かった。愛用しているので何とか修理が
できるなら直してほしい。

事例２：カジュアルシューズ（茶、男性用）
の甲部分に白い粉状のものが付着してい
た（写真2-1）2）

申出：早朝のウオーキングを日課としてい
る。この革靴は足にフィットして非常に
履き心地がいいので毎日のように履いて

楽しんでいる。少々雨天であっても歩か
ないと気持ちが悪く傘を差さずに雨合羽
を着てでもこの靴を履いて歩いている。
しかし、ある日、靴の甲部分に白い粉が
付いていることがあることに気づいた。
最初は、ウオーキング中に路上の汚れが
付いたものと思って拭き取っていたが、
度々同じような白い粉状のものが同じ所
についているので気になって購入店に相
談した。

外観観察：事例1については、紳士靴は申
出どおり踵部分を中心に白くなってい
た。実体顕微鏡で観察すると、変色とい
うより何か白い粉末状のものが付着して
いることを確認した。事例2も実体顕微
鏡で観察すると甲部に何か白い粉末状の
ものが付着していたので、このいずれの
事例もカビが原因であることが疑われ
た。

原因：事例1は、聞き取りによると、数日
前に土砂降りの雨の中帰宅した。靴下も
びしょびしょになるくらい靴はかなり濡
れていたので、翌日は別の靴を履いて出
勤したという。また、この靴は、ひどく
濡らしてしまったので表面の水滴や靴の
中底などを乾いたタオルでよく拭き取っ
た後、翌日、中敷を取り外して風通しの
良いところで陰干しをした後、よく確認
をせずに下駄箱にしまっておいたという
ことであった。
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事例 2 も聞き取りをすると、事例 1 と
同様に雨降りの日に履いたために靴が濡
れてしまったという。靴はそのままにし
て乾くのを待っていたところ、数日後完
全に乾いたら白い粉状のものが残ってい
たということであった。

デジタルマイクロスコープ（写真 2-2）
や走査型電子顕微鏡（SEM）（写真 2-3）
を用いて、事例 1、2 両方の白い粉末状
のものについて観察すると、白い粉末状
のものからはカビの菌糸・胞子に該当す
るようなものは見当たらなかった。ま
た、SEM 写真 2-3 からはこの粉末は針
状や斜方状の結晶であった。

靴が雨などによって濡れると、革の中
に浸透した水分が革中に存在する塩を溶
解する。そして、この水分が蒸発すると
き、水に溶解したこれらの塩類が革繊維
の中を毛細管現象で伝わって革表面に運
ばれる。乾燥後、革表面にこの塩類だけ
が残る。これらが原因物質である白い粉
末である。これらをソルトスピュー（salt 
spue, salt spew）と呼んでいる2, 3, 4, 5, 6, 7）。
この塩の由来は製革工程中で使用された
塩類が主で硫酸ナトリウムや塩化ナトリ
ウムなどである。また、靴を着用中の発
汗による塩分が日々革中に蓄積されてで
きた塩分もそれに該当するものと思われ
る8）。

対策：ソルトスピューを除去するには、タ
オルなど布を水で濡らした後よく絞って
からよく拭き取り、もう一度靴を良く乾
かす。乾燥後、乳化クリーム（靴墨等）
を塗って手入れをしておくとよい。これ
は濡れなければ起こらない現象である。
要するに、このタイプの革靴は濡らさな
いことが原則である。しかし、日常生活
において靴を全く濡らさないことは非現
実的で避けようがないので、このような

現象が起きた場合には、先に述べた手順
でこまめに手入れをすれば問題はない7）。
このような現象を引き起こす革は、靴の
みに関わらずアニリン仕上げ革や素上げ
革を用いた、いわゆる高級な革製品で起
こるので要注意である。

（２）ファットスピューに関わる苦情事例
事例３：服装ベルト（茶系）が白ぼけてき

て使えない（写真3）
申出：服装ベルト（以下ベルト）を使用中

に何か白ぼけてきて色の鮮明さがなく
なってきた。また、ベルト表面を触ると
少し脂っぽく蝋のような感触がある。蝋
のようなものを塗ったことも触れたこと
もないし、何か汚れが付いたとも思えな
い。購入店に相談したが、全くこのよう
な相談を受けた経験がないのでよくわか
らないという。その一方、私の使い方に
問題があったのではないかと言われたが
思い当たる節もないので、そのような回
答には納得がいかない。特に、ベルト以
外に使用したこともなければ油まみれに
なるような特殊な環境に出かけた記憶も
ない。これまで使っていたベルトではこ
のようになったことはない。また、休日
出かけるときにカジュアルな服装に合わ
せて使用しているだけなので、使用頻度
はそれほど多くないと思う。日ごとにだ
んだん白ぼけた感じがひどくなるようで
気持ちが悪い。私の使い方が悪かったの
でしょうか。何が原因かわかれば教えて
ほしい。

外観観察：ベルトは申出どおりベルトの表
面部分に白い粉が付いたような状態で
あった。

実体顕微鏡で観察しようとすると、白
い粉末は消失して少なくなる傾向があり
実態がよくつかめなかった。これは顕微
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鏡に付属する照明から発する熱によって
消失したものと思われた。

事例４：革製婦人コート（紺色）の革表面
に線状に白いものがついていて除去でき
ない（写真4-1）2）

申出：洋服ダンスに保管していた革製婦人
コートを取り出したところ、コート全体
に亘って革表面全体に白いものがあるの
を見つけた。カビかと思ったので慌てて
タンスの中の他の衣類について調べてみ
たが、ほかの衣類にはカビのようなもの
は一切見当たらなかった。このコートだ
けこのようになったようなので何とか取
り除こうと、乾いた布で拭き取ろうとし
たが取れなかった。そこで、中性洗剤を
加えたぬるま湯に付けた布を固く絞って
拭き取ろうとしたが革表面が水をはじい
て除去できなかった。何か撥水が効いて
いるように思われた。一体全体、これは
何なのでしょうか。革の中から何かが出
てきたようで気持ち悪い。これは有害化
学物質ではないかと心配である。

外観観察：このコートは成牛銀付き革で
あった。申出どおり革表面の全体に亘っ
て白いものが付いたような状態であっ
た。革表面に付着した白いものを実体顕
微鏡で観察したところ、開いた微細な穴
から革表面に何かが出ているように見え
た。まるで絵の具をチューブから絞り出
したときのように革の内部から蛇行して
革表面に出ているように見えた。これを
エトキシエタンで脱脂した脱脂綿を用い
て 軽 く 拭 き 取 っ て 採 取 し た。 そ れ を
SEMで観察すると、写真4-2のようで
あった。それによると樹脂のようなもの
が蜘蛛の巣を張ったように展開している
ことが認められた。これらは連続してお
り、一部では折れて切断している状態が

観察された。また、これらは少し加熱す
ると溶解した。また、有機溶剤を一滴滴
下すると溶解して一旦消失する性質が
あった。これがカビであれば加熱や有機
溶剤で溶解することはない。これらの結
果から、また、SEM観察からも菌糸・
胞子などは認められなかったのでカビで
はないことは明らかであった。

事例５：保管中の革コート（黒）が白く変
色 し て い て 売 り 物 に な ら な い（ 写 真
5-1）

申出：販売の時期が迫って来たので、保管
していた倉庫から革コートを出してきた
ら革表面全体が白くなっていて驚いた。
これらは半年前に納品され、倉庫に保管
する前に製品を入念にチェックしたが、
その時にはそのようなものは見当たらな
かった。保管中に、カビが生えたのでは
ないかと疑ったがカビのようでもないよ
うに思えた。一体何が付いているので
しょうか。販売に間に合わせたいので、
取り除くなど直すことはできるのでしょ
うか。

外観観察：このコートは豚革スエード製で
あった。全数確認したがいずれも程度の
差はあるものの申出どおり革表面に白い
ものが付いたような状態であった。た
だ、過剰に付着している部分、軽度であ
る部分、全く認められない部分などさま
ざまであった。

原因：事例3~5の白い粉末を分析すると、
ワックス、高級脂肪酸、シリコン化合物
や石油系パラフィンなど室温で固体の脂
肪が主成分であることがわかる3）。これ
らの脂肪の由来は、もともと動物の生体
中に存在する地脂（じあぶら）と呼ばれ
る脂肪と皮革製造時に使用される加脂剤
中の油脂の2種類ある。このように油脂
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が主成分のスピューをファットスピュー
（fat spue, fat spew）と呼んでいる2, 3, 4, 5, 6, 

9, 10, 11, 12）。
写真 5-2 は、羊（ウールシープ、毛用種）

の革の背筋にファットスピューが析出し
た例である2）。写真の上側が頭部で下側
が尻部で白くなっているところは背部で
ある。この白くなっているものは羊の地
脂である。生体中に脂肪を多く含む羊や
豚の皮では、準備作業における脱脂が非
常に困難で、写真に示すとおり背筋を中
心に地脂が残留しやすい傾向がある。こ
のため、スピューの原因が地脂の場合、
革製品の中で局所的に発生する。一方、
加脂剤が原因の場合は、革製品全体に均
一に発生する傾向がある。このようなス
ピューの発生状況の違いから発生原因を
明らかにするときの判断材料になる。し
たがって、この判断指標に従うと、事例
3、4 は加脂剤が、事例 5 は地脂が原因
と推測された。

ファットスピューの発生には、スピュー
成分である遊離固形脂肪分の量的な問題
や物理的特性が大きな影響を及ぼしてい
ると考えられる。スピュー成分としてパ
ルミチン酸やステアリン酸などの高級飽
和脂肪酸が多く検出されるが、同時に不
飽和脂肪酸も検出されることが多い。一
般に、不飽和脂肪酸は融点が低く、ある
程度ファットスピュー中に存在すること
により低温下でスピューの物理的性質に
影響を及ぼして移動性を高める効果を与
えている可能性がある。また、最も重要
な要因として、高い湿度や濡れなどによ
る革中の吸着水分いわゆる自由水の挙動
が大きく関与していると考えられる。こ
の水分が蒸発するときにスピューと一緒
に革繊維の中を抜けて革表面に移動す
る。乾燥後、革表面にこのスピュー（油

脂）だけが残るものと考えられる3）。こ
のファットスピューは高湿度になる梅雨
時と空調設備の普及による寒暖差が結露
を生じやすい冬季に発生しやすい傾向が
ある。

この現象は革衣料やベルトだけに生じ
るのではなく、鞄、袋物などでも多く経
験している。要するに、ソルトスピュー
の場合と同様に素上げ革やアニリン仕上
げ革のような革で起きることが多い。

対策：地脂が原因の場合、脱脂を十分に行
うことが必要である。近年、これまで有
効な脱脂剤が規制化学物質に指定され使
用できなくなった。このため、代替の脱
脂剤を適用しているので、特にこれまで
どおりの効果が期待できているかどうか
の確認の必要がある。脱脂が完全に行わ
れているかを確認するためには、脱脂工
程後の皮中の脂肪分の測定を行うことで
確認することができる。

現在、食肉市場において、グルメ志向
から牛肉も霜降りの肉の需要が高まり、
その要望に応えるような肥育や品種改良
がなされる傾向にあるといわれている。
このため、これらから産出される牛皮も
当然多脂になっている傾向があると考え
られ、牛皮を扱うタンナーにおいても脱
脂工程ではこれまでとは異なる対応、す
なわち羊や豚の皮を扱うような脱脂方法
を考えていかなくてはならないと思われ
る。

ファットスピューは完全に防ぐことは
困難であるが、対処方法として、ドライ
クリーニングによって遊離脂肪分を取り
除くこと、あるいは低融点の油剤を添加
して固形脂肪を溶解することなどによっ
て軽減できる場合もある2）。
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（３）カビに関わる苦情事例
事例６：紳士靴の甲革全体に白い粉末状の

ものが見られる（写真6-1）2）

申出：この紳士靴は非常に履きやすくて大
変気に入っていたので、同じ仕様の靴を
3か月前にもう1足購入した。靴は2日
交替で履くと蒸れにくいと何かで読んだ
ことがあるので、そのように交互に履く
ようにしていた。 5月のゴールデンウ
イーク明けに、出勤時に靴を下駄箱から
取り出したところ、後から購入した方の
靴の甲革全般が白くなっていた。他方の
靴にはこのような状態は全く見当たらな
かった。最近購入した方の靴の革が異常
ではないか。

外観観察：メーカーの情報を調べてみる
と、紳士靴の素材は成牛銀付き革であっ
た。新旧2足の靴が持ち込まれていたの
で、それぞれの仕様を確認したところ、
同一の仕様であることが確認できた。新
しい方の靴の甲部全体に申出どおりの白
い粉末状のものが認められた。

原因：この靴の甲部から白い粉末状のもの
を採取し、SEMで観察したところ、写
真6-2のようなカビの菌糸・胞子を確認
した。この結果、この靴の甲革全体に存
在する白い粉末状のものはカビであるこ
とがわかった。同じ仕様の靴であっても
使用環境や使用条件が異なると全く別の
挙動を示す。例えば、先に購入した方の
靴は晴天時に主に着用していていつも乾
燥状態であった。一方、新しい方の靴は、
雨天に使用後、特に手入れなどせずに長
期に放置していた。このためにカビが繁
殖したものと考えられた。

対策：1）革製品の保管には、できるだけ
乾燥した部屋を選び、革衣料のような製
品は折りたたんだりしないよう大きめの
ハンガーなどに掛け、ゆったりと保管す

る。表面処理をしていない紙や通気性の
ある不織布などで簡単に包装することを
薦める。製品によってはビニル袋に包ん
で保管することもあるが、ビニル袋表面
で結露して生じた水滴を革が吸水してカ
ビが生えることがあるので、この方法は
お薦めできない。やむを得ずビニル袋の
中に保管する場合には、袋を密閉し、市
販の除湿剤を入れておく。除湿剤として
は吸湿容量は小さいがシリカゲル系除湿
剤を使用する。塩化カルシウム系除湿剤
を用いると、吸湿後の除湿剤溶液が溶出
して革に付着した後、革の中に浸透する
場合がある。このとき、この溶液は革を
変性させて革製品が収縮硬化して再生不
能となってしまうので、このタイプのも
のは使ってはいけない。この事例は「か
わとはきものNo.200」に紹介しているの
で参考にしてほしい13）。
2）革製品が濡れた時には、乾いた布や
タオルで表面の水分を速やかに取り除
く。例えば、靴の場合には、靴の中の水
分を取り除くために、新聞紙、ティッシュ
ペーパーやキッチンペーパーなどを詰め
込みこれらの紙などに水分をできるだけ
吸水させる。そのあと、シューキーパー
をして風通しの良い日陰でゆっくりと乾
かすことが肝要である。できれば、半乾
きの時を見計らって足入れをし、少し歩
行をして形を整えてやると革の収縮や硬
化を防ぐことができる。すなわち、革中
の水分が乾燥するとき、革繊維間におい
て革繊維同士が付着して固まる。この現
象を革繊維の膠着というが、半乾きの時
に足入れをして革繊維をもみほぐすこと
ができれば、この膠着現象を防ぎ、その
結果生じる革の縮みを防ぐことになる。
このような手入れ方法は、靴のみに限ら
ず、革手袋や革衣料などが濡れた時にも
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有効である。
カビが発生しやすい条件は、例えば表

1 のとおりで、カビの繁殖には、季節は
無関係で水分と栄養、空気、最適温度が
満たされる限り繁殖し続ける。また、革
中には、植物タンニン、油脂、仕上げ剤、
汗などを含んでいるので、これらを栄養
源として繁殖する可能性もある。日本の
気候は高温多湿でカビの繁殖には最適な
環境であるともいわれている。さらに、
エアコンの普及により室内は年中表 1 に
あるような温湿度環境になることが多い
ため、カビにとっては絶好の生活空間と
いえる。

表1. カビが発生しやすい条件
温度 20℃〜30℃ 季節に無関係
湿度 70％以上 湿度が上がるほど増殖し

やすい
栄養 食べかす、

皮脂、埃
特に、有機物が栄養素と
なる

酸素 空気

したがって、カビを繁殖させないため
には、表 1 の条件を満たさなければいい
ことになる。革製品に付着した皮脂や食
べこぼしなど汚れを拭き取り手入れを入
念に行った後、低湿度、低温の環境下に
保管すること。できれば、何らかの方法
で脱酸素状態が保てれば完璧となる。カ
ビの除去方法は、銀付き革の場合、布を
使って拭き取り、十分陰干しして乾燥さ
せる。その後、ブラシで縫い目や合わせ
目に残ったカビを丁寧に払い落とす。起
毛革の場合にもスエード用のブラシを用
いて丁寧に払い落とす。製品にキズをつ
けないようにできれば掃除機を使っても
良い。作業するときには、必ず戸外でマ
スクとゴーグルをつけて風上に立って行
う。作業後は衣服を着替えて手や顔に付
着したカビを洗い落とすことを忘れては
ならない。また、カビの除去に有機溶剤

や漂白剤を使用すると、塗膜剥離、塗膜
の劣化、シミ、変色などの損傷を及ぼす
可能性があるので、それらの使用は絶対
に避けなければならない。

新聞紙上などで「牛乳を使って拭き取
るとカビの除去と同時に革に栄養を与え
るのでよい」というような記述を見かけ
ることがあるが、この方法は誤りであ
る。この方法によると一見カビの除去が
できたようにも見えるが、実際には、革
の毛穴の隅々まで牛乳が浸入し、カビに
栄養を与えることになり再繁殖の原因と
なるので、このような方法は決して行っ
てはいけない。

以上、革表面に現れる白い粉末には，
（1）、（2）、（3）で紹介したソルトスピュー、
ファットスピュー、カビ以外に汚れの付着
の場合もある。革表面に現れたこれらの白
い粉末を区別する方法として表2に従うと
よ い。 水 拭 き し て 消 え る の が ソ ル ト ス
ピュー、初期のかび、浸透していない水性
汚れで、消えないのがファットスピュー、
油 性 汚 れ で あ る。 加 熱 し て 消 え る の が
ファットスピューの特徴である。有機溶剤
を浸した綿棒などで拭いても消えないのが
ソルトスピューと水性汚れである。但し、
スェードなどの起毛革の場合、これらの判
定は難しい。

要するに、ファットスピューまたはソル
トスピュー、あるいはカビの発生を抑える
ためには，革を濡らさないようにすること
と湿度の高い所に置かないことである。も
し、濡れたら素早く革から水分を除去する
ことが重要である。

革に防・撥水処理を施すことによって革
が濡れにくくなり、また、早く乾燥させる
効果が期待できる。
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表2　白い粉末の見分け方
白 い 粉 末 種 類 水ぶき 加熱 有機溶剤（石

油、シンナー）
ファットスピュー × 消失 消失
ソルトスピュー 消失 × ×
カ ビ 消失*1 × 消失*1

汚 れ 油 性 × × 消失
水 性 消失*1 × ×

×：除去不能、あるいは変化のないことを表す
*1：起毛革や革の奥深くに浸透したもの、長期に

亘って放置したものには適さない。
カビや水性汚れの軽度なもののみに該当。

３．まとめ
革製品を使用中に白い粉末状のものが付

着、あるいは析出してきた事例を紹介し
た。いずれの事例も水分が介在して起こる
現象である。我が国は高温多湿環境にある
ことを忘れず、それにうまく順応すること
が大切である。すなわち、革製品の使用時
に濡らさないこと、濡れたら即座に水分を
拭き取ること、食べこぼしなど汚れを除去
し手入れを行うこと、保管中には乾燥状態
を保つことなどが大切である。なお、革製
品が濡れた時には決して急激な熱を掛ける
ことで乾かさないことを忘れてはならな
い。

事例のような現象の発生を防ぐには、消
費者サイドに革の特性と取扱い方の正確な
情報提供が必要である。
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